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者甎 P ・ly・・cch ・・id の ・k叉 は Ri・ge ｝
一
溶湖 作 り， こ れ 1・ 利 一ブ油を加 ・ 數 時 間振 凱 ，

こ れ を分液漏斗 に 人れ數時闇の 後これ を普通の F 蹴 eIlp 几pier又は Berkefeldfiltevで 油居 と水

溶液と を分 ける ・ 櫨液 rl1の P・ly… 〔℃ haridを P・1、t… 1・ 法 Gl・b・】i。 の 窒素を P 。。。。＆ W ．、。∬ 。

法で 定量す る．

　
オ Vr ブ 油と G 】yk ・ge ・ の 吸着 は i・H 　2− P で は pH ・9，で 最 SR く，rn・C）・　fc・Glykog，。 の 8眺

に 達す。適 鴬量の 1．P．eithin を加 へ る と實驗 した範 園の pH で は吸 着能は遙 かに壌大 す。但 し

こ の 場合 ma ・・Ads ・ t
’
1・ti… は 1・H 　7 で あつ て pH 　9 で は 少 し減 少する．　Lecithi。 の 吸 謝 囎

大 匍 を・蒲 等 は・］・… i・lliTlの 表面積 を厭 す る能 力 及び 1、・citl・i・ 及 Pt・（：Tyk。9。 。 相 互 間の

荷電で論 明 して ゐ るe

　
RiDger 溶液 で は Fett へ の GI）

’kugeH の 吸着は強 く妨げ られ ，
　pH 　3− 7 で は僅か 6− 8 ％ し

か 吸着 され な v ・。 もしこ の 際 Lecithin を癇 へ る と pll　7 で 12％ ， 更 に G ！obulh1 を加 へ る と

85 ％ が 吸着 され る。

　上述の qykogen は燐酸イ オ ン を含ん で ゐ たが ， 燐酸 を含 まない heiniltolloidalな 王》01y さae −

clULrid
， 脚ち ］）e．xtrin を用 ひ た時 も同様の 關係が成立する。

　術 ほ Glebulin の 脂肪 球 へ の 吸 着 は LeeithiLi及び Glykog ∈ 11 に 依つ て 妨げ られ
’
る。 こ れは

Globulin の Glykogen へ の AHfinltttt大 なるた め とせ らる。

　同様の 方法 で Glyko藍en と Para盤 n 　Cholesterin及 び Ste、しrin5 三｛ure と の 吸 着能 を檢 した が全

然吸 着は起 らなか つ た。　　　　　　　　　　　　　　　　　 （須 藤 　良 ＿）

刈

結 晶 ミオ グ ロ ビ ン v ． ミ オ グ ロ ビ ン の 酸素解離i曲線

　　THE ・f・EL ・，　H ・一・K ・i・tallin｛… h・・ My 。91・bin・V ．　Di・ S・・ne ・st ・H
’
bi・ dしmg ・kurye　d・・ My ・ gl。．

　 bi］］s，　｝3i  hem ．　Z，258 ，73− S2，1931，

　著者 は既 に 1932 年に結晶 Myog 】obin に 就 て報文 を出 し其 後 今年に なつ て か ら一度に第二

報か ら上 記表題の第五 報 まで 發表 した。全 部 MyoglO1加 の 性質 を記 載 した もの 故便宜上 こ S

に 纒iめ て抄録 す る e

　）fy。globin は 既 に 前世 紀か ら種 々 の 名稱で 知 られ て ゐ たが ，
　M 釦 官lobln を 純粹 に 取 り出す

こ とが出來なか つ た ため と ， その 吸 牧 ス ペ ク トル が Htimoglebin の それ に 極 め て類 似 して ゐ

たため に あま り研 究の 封照 とは な らなか つ た。著者 は 血 液を完全 に 洗 ひ 去 つ た馬の 心臓 か ら

Myoglobin を水 で 抽出 し ， 途 に結晶させ た 。 再結晶 した もの 玉鐵量は  β45％ で Ij琶lno 鼠10bin

の それ と全 く
一

致 する。然 しこ の 結晶が H 謡mOglobin で ない こ と はPt　k の 點か ら明か に され

た。馬の 骨骼筋の 壓搾液か ら取 つ た Myoglobin の 分子量は 31
，
800 で ，　IIHmoglobin よ りづ っ

と小 さVl。　 Myog ］ohin が腎臓 を通 り易 く，
H 試mog1Qbl11 が 通 り難 い の はそ の 分子量の 小 なる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 」
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に 依 る と云 ふ。｝1y。globinの pll・titH．bilit翫 は極 め て大 1こ して pH 　6− 13 の 範圍に ある。　Oxy −

lny 。globinの 吸收帯の 位置は （，xyh 瓢mog1 。bin に比 し少 し赤の 方 へ すれ て ゐ る。皀口ち その 位置

は夫 々 58211Lμ，潟 2　m μ 及 び 千18　m μ で ある．又 ：［yogTobin は Meth 蓑mogl 。bin　tC相 當す る

コ［etm ｝
to

、−lobjn を作 る 。恥 ・Q910btn の CO −S「ergiftUllg ’に 際 して は α 吸 收 帶．の 變 位 帥 ち

‘：

SPRn ”

は ノ∫・ なる も然 し常に 見 られ
．
る。

　Myoglobjn は p｝1　7．4 に 於 て 酸素分 壓 32m 】u で 既 に 5G ％ 飽和 して ゐ る。然 る に 高等動

物の H 乞moglobll1 で も 5〔｝％ 鞄i和 に 逹 する ICは酸 素分壓 2  mm なる事を必 要 とす る．　bIyo −

globinは Htimoglobin の 6 倍 の 酸素結 合能 を有 して ゐ る
。
　Myo 呂bbin の 酸素解離曲線は hyper −

bo！ischに して S 形 で な く，叉 脳 mo 蜘 bin の それ と異 りpH ，温度 ， 鹽類の 影響を受 くる事が

少 い 。

　］fyoglobiIi の 生理 作 用 は HEmeglobin と同 じ く酸素の Reservoirと老 へ られ る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（須 藤　良　
一）

正 常及 び腫瘍組織の 物質代謝 XII． パ ス ツ ウ ル 反應及 び

　　　　組織呼吸に及ぼ すフ ェ
ニ ル ヒ ドラ ジ ン の 作用

L

　　DK ・
KENs ，　F ．− The 　met ．abolisln 　oi　u （，rmahnd 　tumolll 　tissu巳・NI］f・ Tl】eactiono ［Phenyl−

　hydrnzlne 　on 　tlコe　Pasteurreaction 　and 　on 　t
’
sslleregpil

．
ation ・　Biou｝」em 　J・

28 ・う37　　δ49・19・　t］i・

　LIPLc［lrTz に 依れば phenylhydr 蜘 ｝e は 酸素の 存在に 於て の み 血 色素 を酸 化 し得 る所 謂

“
｛ndii ’ect 　blood　lコoisuns

”

で ある。］（．　IV．L［tBI’ltσ の 研 究 に 依れば酸素中で phenylhydrazine で

處理 した赤珀L球 は褐色 となる も，
niethaerfieglobSi ，i の 生成は認 め られ な い

。 然 し溶山Lさす と變

性 g］1・bin と haernatinが 遊離 する。 こ の 赤血 球 を室 中で 振 盪する と haen 〕蘭 」コ の 觸媒作用 tc

依 つ て haernoglobinが inethaemvg ．］vbin とな る。こ の rnet，｝i：ieino
．　Iubin の 還元 に 依 つ て 細胞

内の 糖が 酸化 され る。

　こ の 報文 に於 て は phenylh）
’drnzine の 赤血球 以外 の 縞 胞 の Illet 油 01ism に 及 ぼ す影 響 を見

て ゐ る。
一般 に細胞 内で 二價 の 鐵 と反 慮 し（et，hy ］　i：ocyanicle

，
　1〈it．L｝］ の

‘”
he，ayy 　rnetiil 　reagents

”

）

叉 は蛋 白の 變性を起 させ る （熱，鹽類溶液 ）如 き reagc ］lts は 呼吸 と解糖作用 の connection を

interrUptす る事が判 っ て ゐ るか ら，　phenylhy．　drngine も P．xs’1・EL’ll 反應 に 影響 ある事 は豫期せ

られ る。

　實驗は rat ，
・ni 。u ・・ 等の 胎 5己讃齟瓢 ・

．，」t の t・・t．i・ 及び JE更sFN 　r ・ t ・ ・ r・。m ・・ に 就て 字」つ て ゐ

る。そ の 結果 を見 る に anfierobie 　glycoly自isは phenylhydvnzine に 依つ て ほ と ん ど影響 を受け

な い が ，
ae ，。 bi、　glscol｝vsis は （live・ の 如 く普通 の H丿こ態 で は glyc。ly・i・ の 小な る もの を除 き）極
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